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IIIB中琉球

７沖縄島中・北部

表ＨＩＢ－７－Ｉ沖縄島中・北部の層序
７－’はじめに

完新世

沖縄島は琉球列島の中央部にあり，列島中最大の島

である．したがって，歴史的にも文化的にも琉球列島
えとろふ

の中心となっている．わが国の島のなかでＩま，択捉・
くなしり

国後の２島を除けば，四国|こ次いで５番目に大きい島

である．とはいっても，全長100kmの細長い島にすぎな

い．

もと

沖縄島の地形は北部と南部に区分できる．北部Ｉま本
ぷ

部半島を含めて中古生界から72ぐり，起伏の大きな山地
よなは

で占められる．最高峰は与那覇岳(498ｍ）で，山}ま海

岸にせまり，河口付近のわずかな沖積地に集落が営ま
やんぱる<にがみ

れている．ふるくカユら山原とか国頭（くんちゃん）と

か呼ばれる辺境であった．これに対して，南部は新第

三系や第四系でできているため,標高200ｍ以下の低平
しまじり

な地形力欝ひろがって農耕地が多い．新第三系の島尻層

群は泥質岩が多く侵食されやすい．その上位の第四系

琉球石灰岩は侵食に強いので，平坦面がところどころ

に残り，その間が侵食されて平野になっている．だか

ら，高地はすべて琉球石灰岩である．それが傾動して

ケスタ状の地形にみえる．沖縄島の地質をこの対照的

な地形・地質にしたがって中・北部と南部に分けて述

べることにする．

古
生
代

な色じん

今帰仁層の１１頂に８帯に分かれて並ぶ．西側の名護層千

枚岩中に石英斑岩が，また同層および名護層緑色岩部

層中に安山岩斑岩が，岩脈あるいは岩床として，やは

り北北東方向に細長くのびて貫入している．

本部半島のつけ根には新第三紀から第四紀にかけて
ごが なかおじ

の呉我礫層や仲尾UlC砂層が分布している．また，半島

の北部から西北にかけては第四紀更新世の琉球層群の

石灰岩と砂礫層が平坦面をつくっている．また，沖縄

島主部の沿岸には琉球層群の同時異相と考えられてい
くにがみ

る国頭礫層が点々と分布している（表ＩＩＩＢ－７－１)．
<んちゃん

東側の国頭層群は|まげし〈摺曲し,東西両側に分布

する名護層と嘉陽層のそれぞれは，大規模な等斜摺曲

をなす一連の地層である．摺曲軸は名護層・嘉陽層と

も北東ないし北北東方向で，場所により北西あるいは

7－２地質の概略

沖縄島中・北部（図ｍＢ－７－１）の先新第三系は，

一般に北北東走向20～50．西北西落ちであり，ほぼ走向

方向に帯状にのびて分布している．東側の見かけ上は

下位の地層から，西に向かって，砂岩頁岩互層（東側
かよう

の嘉陽層)，千枚岩(東側の名護層)，砂岩頁岩互層(西

側の嘉陽層)，千枚岩（西側の名護層)，名護層緑色岩
<んちゃん

部層の１１項に配列する．ここで，これらを国頭層群と再
もとぶ

定義する．さらに西に，本部層ﾎ目当石灰岩体，本部半
わくがわ

島には湧111層，与那嶺層（本部層を中央に介在する)，
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衝上断層は本部半島地域においても，石灰岩を主体と

する本部層（現在の今帰仁層を含む）と千枚岩を主体

とする与那嶺層とを境しているとしたのにたいし，

KONISHI(前出)は与那嶺層と本部層は整合で，これら

と名護層とを境する構造線と考えたのである．したが

って，本部半島頚部ではこの仏像線は名護断層につづ

くと解されるが，ＦＬＩＮＴｅＭＸ前出）は名護断層をた

んなる縦走断層として命名している．

さらにKONISHI（前出）は東海岸側に分布する見か

け上は下位の嘉陽層を，名護層の上位に位置させるた

め，FLINTeMb（前出）の構造を逆に考え，等斜摺曲

構造により名護層が上位の嘉陽層の中の内座層として，

沖縄島中央および東側にも露出しているという解釈を

下した．彼は名護層と嘉陽層は漸移する部分もあるが，

基本的には断層関係にあるとしている．

このKONISHI（前出）による層序は，後に地層名の

変更，年代の修正などがあったが，基本的には現在ま

で踏襲されている（KoNIsHIeML,1973；木崎・大城，

1977；TAKAHASHI＆KAsHIMA,１９７９；高橋・鹿島，

1980)．

近年の橋本・遅沢らを中心とする調査（橋本ほか，

1976；遅沢ほか，１９７７；橋本･中川，1978)は，FLINT

e/czL（前出）以来の沖縄島中･北部地質の全面的な再

調査であった．彼らはFLINTeMb(前出)やKONISHI

(前出)のように摺曲ないし等斜摺曲によって東と西に

分離している名護層・嘉陽層の連続は考えず，従来の

名護層・嘉陽層を解体して，新しく東側に分布する

Ｍ沈沈""鰯sP・を含む砂岩頁岩互層を主とする層のみ

を嘉陽層とし，その西側に分布する千枚岩を主とする

層および砂岩頁岩互層を主とする層を合わせて名護層

群と命名した．これらは向斜構造を呈し，東側の始新

統嘉陽層は逆断層で西側の名護層群と接し，名護層群

は少なくとも三畳紀以前の堆積物と考えた．理由は西

側の古生界石灰岩との間に構造・堆積作用の大きな間

隙をみとめなかったからである．

高橋と鹿島(TAKAHASHI＆KAsHIMA,1979；高橋・

鹿島，1980）の構造は，橋本と遅沢ほか（1976,1977,

1978）の構造と基本的には同じであるが，名護層群の

時代を白亜系とした．これはKONISHI（1963）の層序

と基本的に一致する．

南東に傾斜している．

摺曲軸に平行して縦走断層がみとめられ，その最大
へと うた回

のものは辺戸衝上断層である．これＩま辺戸御岳の南東
ざなぐすぐ

側に沿い，赤丸山甲の石灰岩体の下底，謝名城石灰岩体

の下底，ネクマチヂ岳石灰岩体の下底を通るものと思

われる．しかし，その南方延長になる名護断層(FLINT

eML,1959）の存在は疑わしい．
かわしとぐ

本部半島の今帰仁層と与那嶺層を境する兼Ukこ゛渡久
ち

地間の断層も高角の衝上`注縦走断層である．また，本

部層と東側の与那嶺層の境界を走る衝上断層もあり，

この断層に沿って安山岩斑岩シートの貫入がみられる．

さらに，従来名護層と嘉陽層を区分するとされてき

た竺筧.着建間の逆断層および安田の逆断層は,大規
あだ

模な断層とＩまみとめられなし､、

これら縦走断層をほぼ直角に切る横断断層が多数み

とめられる．この高角の横断断層によって沖縄島主部

の国頭層群はブロック化されている．

本部半島の構造は地層が乱雑堆積物からなるため，

きわめて複雑となっている．

7－３地質構造の研究史

沖縄島中・北部の先新第三系の地質構造の概要は前

項で述べたが，これが現在の一致した見解というわけ

ではない．以下地質構造についての各見解を紹介する・

FLINTetaJ.(1959）は，全体として西落ちの同斜構

造を素直に考え，下位より，嘉陽層，名護層主部，名
<んちゃん

護層緑色岩部層，与那嶺層(以上をまとめて国頭層群

と定義),繍層の順とし,国頭層群構成層内では整
合，本部層は国頭層群（与那嶺層および名護層）上|こ

へと

衝上しているとした．この衝上断層が辺戸衝上断層と

名づけられている．
あつつ

KONISHI(1963)'よ，有津礫岩レンズ中の中生代化石

発見をもとにして，下位より与那嶺層・本部層・名護

層.嘉陽層と層序を入れ換え，ＦＬＩＮＴｅＭｂ（前出）の

辺戸衝上断層は本部層と国頭層群を境する断層ではな
しまんと

く，古生界の本部帯（与那嶺層と本部層）と四万十帯

に属する国頭帯（名護層と嘉陽層）とを境する衝上断

層であるとし，仏像線の延長と考えた．

FLINTeMb（前出）とKONISHI（前出）の辺戸衝上

断層はその意味が異なる．FLINTeMb（前出）はこの
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林・木崎（1982）は，名護・嘉陽層の関係について

は遅沢ほか（1977)，橋本･中川（1978）と基本的に同
<んちゃん

じであるが，従来の名護層･嘉陽層を一括して国頭層

群と再定義し，整合一連とした．

このようにして従来の研究をみてくると,沖縄島中・

北部の地質構造については大きく３通りの考えがある

ことがわかる．

ひとつはＦＬＩＮＴｃｔａＬ（1959）の考え（図IＨＢ－７－

２の③)，他はKONISHI(1963)の考え（図ｍＢ－７－２

の｡)，そして遅沢ほか（1977)，橋本・中川（1978）

の考え(図ｍＢ－７－２の、,｡)である.もっともFLINT

eMk（1959）は２通りの構造解釈をしめしており，ひ

とつは遅沢や橋本の考えと同じである（図ｍＢ－７－２

の⑥)．

本稿ではKONISHI（1963）の見解をとっている（図

Ｂ－７－２の①，③)．
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前述したとおり，沖縄島中・北部の層序・構造はい

まだ判然とはしていない．ここでは本部層，今帰仁層，
<んちゃん

与那嶺層，湧111層，国頭層群名護層･嘉陽層，火成岩

類，および新第三系の呉我礫層，第四系の仲尾次砂層

の順に記述する．

－Ｅ

⑨Ｅ

図ＩＩＩＢ－７－２沖縄島北部の地質構造のちがった解釈

IVboscﾉﾉ"cZgC""αｓｐ・を発見した．その後，本部半島西

部からの三畳紀をしめす化石の発見(石橋･小西,1967）

により，本部層の一部が今帰仁層（石橋，1969）とし

て分離された．ところが，近年の調査（藤田，1980）

により本部層および与那嶺層は再堆積物（オリストス

トローム）であると考えられることとなったが，ひき

つづく調査（藤田，1983）から再堆積の確実な地層は

与那嶺層にほぼ相当するＹ層であり，本部層に相当す

るＭ層に関しては不明とした．ここでは藤田のＭ層を

本部層として記述する．
ぷまあわ

本部半島，部間・安禾ﾛから幅１～３kmで北東方への
いｆみ

ぴ伊豆味周辺に至る地域に分布する．類似する地層Iま

名護ﾋﾟｰﾁ.学雛.壼蔀.沖縄島北部西岸沿いに点

在する．

石灰岩が卓越し，泥岩・チャート・礫岩をはさむ．

下部は石灰岩層（10～200ｍ）に暗灰色泥岩(5～150

ａ本部半島の地層群（図ｍＢ－７－３）
しとぶ

本部層
かだ

本部半島を含めた沖縄島中・オヒ部の基盤岩類は賀田
<んちゃん

(1885）｜こより，はじめて国頭部属（部類）として記

載されていた．のち半沢（1933）は本部半島北東部玉

城の南500ｍで灰色粗粒結晶質石灰岩から上部ペルム

紀を指示する有孔虫化石（NeoschOwzgeγz"αｓｐ.，

HzAzeq/５`s"""ａ（＝Pbe"cjQ/$４s"胸α）ｓｐ.，腕坊Ceﾙｶﾞ"α

C/Ｍﾉｶﾞﾉ〃（DEPRAT)）を発見し，本部半島に分布する

石灰岩層を古生層として記載した．

のちにFLINTejczJb（1959）はこの古生層を本部層

と命名し，さらに同様の岩質をしめす石灰岩体が北部
はんじ

の西岸に沿ってネクマチヂ岳･謝名城･半地･赤丸山甲・

辺戸岬に点在するのを確認し，辺戸岬の本部層塊状石

灰岩からフズリナ化石を発見したと記している．

KONISHI（1963）は本部半島塩川北西で二畳紀の
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図ｍＢ－７－３本部半島の地質図(藤田，1983を－部改変）

、）と凝灰質～泥質礫岩（3～500ｍ）が互層しはさま

れる．泥岩には細粒砂岩（2～30cm）と塊状チャート

(2～15ｍ)をともなう.礫岩層は最大70cm前後の大礫を

含むこともあるが，多くは細礫からなる．礫種は石灰

岩･チャート･泥岩で,石灰岩礫の礫種としてはbospa

rite,radiolarianbiomicrite,micriteなどがみとめら

れる．

上部は塊状石灰岩からなり，５cm～１ｍ大のチャー

トノジュールを含む．石灰岩の岩質は再結晶している

ため不明瞭であるが，micrite,bosparite,radiolarian

biomicriteがみとめられる．

西側の与那嶺層との関係は不明だが，東側では安和

から伊豆味にかけての逆断層で与那嶺層に衝上してい

る．

時代決定に有効な化石は出ていない．しかし，与那

嶺層内の同質の石灰岩や辺戸岬の石灰岩からフズリナ

化石を産出しているので，ペルム紀の石灰岩であろう．

これらの石灰岩体の起源についてはまだ問題がある

が異地性岩体の可能性が大きい．
な色じん

今帰仁層

本部半島の大部分を占める地層は，ＦＬＩＮＴｅｔａＬ

(1959)により本部層とされたが，本部半島北西部およ

び瀬底島から石橋・小西（1967）により三畳紀の示準

化石が報告され，石橋（1969）により今帰仁層と命名
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二二三三

ペルム紀フズリナ

因層状泥質石灰岩固半結晶質石灰岩団ﾍﾟﾙﾑ紀石灰岩匝回ﾁｬｰﾄ

屋石灰質泥岩蝿塩基性安山岩三千枚岩
図mＢ－７－４今帰仁層の標準柱状図と産出アンモナイト化石(IsHIBAsHl，1973）

ト石灰岩，上部は単層厚30cm前後の淡灰～暗灰色層状

石灰岩で，５ｍの石灰岩礫層をはさむ．東側の与那嶺

層とは逆断層で接し，西側の今帰仁層上部層とは整合，

層厚は150～200ｍ、保存の悪いウミユリの茎，コケム

シ（？)，海綿（？）などの化石を産し，中部三畳系と

思われる．

今帰仁層上部層：瀬底島および本部半島の石川に分
たまちぼろ

布し，類似の地層|ま浜元から田真地原にかけてみるこ

とができる．下部から，塩基性安山岩溶岩・層状泥質

石灰岩・石灰質シルト岩・層状泥質石灰岩・石灰質シ

ルト岩・層状泥質石灰岩および塩基性安山岩溶岩の順

に重なる．層状泥質石灰岩は5～30cmの厚さで成層し，

凝灰岩の薄層をはさむ．石灰質泥岩および石灰質シル

ト岩は灰青色・堅硬でラミナが発達し，二枚貝・アン

モナイト・巻貝・コケムシ・ウミユリの茎などの化石

された．さらに石橋（1974）によると，従来FLINTe/

α』（1959）によりペルム系本部層とされていた沖縄島

北端，辺戸地域からハロピアおよびアンモナイト化石

が発見され，辺戸崎山（辺戸御岳）を除く地域が今帰

仁層であることが確認された．本部半島の今帰仁層は
とぐちうふどう

|まぼ渡久地から大堂を通る北東走向の逆断層の西側，

および瀬底島に分布し，逆断層の東側には与那嶺層が

分布する．全層厚は450～500ｍ・産出化石から今帰仁

層は上部三畳系である．岩相から上部層と下部層に分

けられム
はまもとありまぼろ

今帰仁層下吝B層：上述の逆断層と浜元・有馬原間の

道路の間に分布する．全体として淡灰ないし灰色の厚

い塊状石灰岩からなり，下部は節理をともなう白色半

結晶質石灰岩で，約２ｍの幅のノジュール様チャート

のバンドを挟在する．中部は白ないし灰色マイクライ
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表ｍＢ－７－２与那嶺層基質部から産出したおもな放散虫化石の時代(藤田，1983ｂ）
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を産する．最上部の塩基性安山岩溶岩層は含化石石灰

質泥岩・白色層状チャート・石灰岩・凝灰岩を数枚は

さみ，灰緑色堅硬塊状で節理が発達する．

東側の今帰仁層下部とは整合，西側は海に没して不

明，上位の更新統琉球層群に不整合におおわれる．層

厚は300,.

本層は多くの保存のよい化石を多産する．巻貝・二

枚貝(HZz肋ねＬｊｼ"cZ,ＨZ上0"'ノルなど）・アンモナイト・

オウムガイ・矢石・コケムシ・放散虫・コノドント・

小型有孔虫・藻などであり，このうち頭足類化石はハ

ロピアの殻で固められている．ほとんどのアンモナイ

トは２次的な変形をうけている．

二枚貝化石はふつうアンモナイトとともに産出する．

今帰仁城跡南のハロピア化石はＨz肋jZzsl1WiZzczzMoJ

slsovlcsと同定された.灰色石灰岩中の数種類の石灰藻

はParachaetitesとCayeuxia属であり,微化石を多産

する．今帰仁層上部層は，上部三畳系のカーニアンに

対比される（図ｍＢ－７－４)．

沖縄島北端，辺戸岬付近の今帰仁層は石灰岩を主と

して，頁岩・塩基性安山岩からなる．下部層は無層理

の結晶質石灰岩層であり，下位のペルム系石灰岩を不

整合におおっている．本部地域の今帰仁層下部層に対

比される．それを不整合におおって下位から塩基性安

山岩層・黒色成層石灰岩層よりなる上部層がある．石

灰岩層中に頁岩層がはさまれ，ハロビア化石を産する．

また，成層石灰岩層からアンモナイト化石が採取され，

DfscotmPjZEss"JMZ`ｓ（CALcARA）と同定された．今

帰仁層上部層に対比され，カーニアンに属する．
よむみわ

与那嶺層

FLINTctaL（1959）により命名．本部半島に広く分

布する．おもに非石灰質岩からなり，チャート・石灰

岩の挟在を除けば名護層に似ているとされていた地層

である．最近の本部半島の調査(藤田，１９８３；1983ｂ）．

によってＹ層と仮称されている地層を，ここでは与那

嶺層として述べる．

与那嶺層は，ペルム系の石灰岩・石灰岩礫岩・チャ

ート・三畳系のチャート・緑色岩などの異地性岩塊を

多く含み，これらの間を含礫泥岩・砂岩・礫岩・凝灰

岩・緑色岩・珪質岩が埋める乱雑な地層である．含礫

泥岩・礫岩の基質部・珪質部からは白亜紀前期のバラ

ンギニアンからバレミアンを指示する放散虫化石（表

ｍＢ－７－２）が発見されている（藤田，1983ｂ)．した

がって，本層は三畳紀後期から白亜紀前期にわたって，

とくに白亜紀前期に形成されたと考えられる．層厚は

Ｆ－－－－－Ｆｏｒｅｍａｎ：1973,1975

Ｐ－－－－－Ｐｅｓｓａｇｒｉｏ：1977a，ｂ
Ｓ・・・・－－Schaaf：１９８１

放散虫の種
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７沖縄島中・北部１０１

る．下位から①石灰岩礫岩～含礫凝灰岩層，②暗灰色

含礫泥岩層，③灰緑色凝灰岩層，④暗灰色泥岩層，⑤

灰緑色凝灰質礫岩～含礫凝灰岩層，⑥暗灰色含礫泥岩

層が分布する．これらの各層には数mmから数100ｍにお

よぶ大小さまざまな石灰岩・チャート・砂岩の礫や岩

塊が不規則な形態で散在している.,角礫．ちぎれ礫や

層状の岩体もめずらしくはない．また，③灰緑色凝灰

岩層は走向方向に凝灰質石灰岩礫岩層に漸移する変化

のはげしい乱堆積物である．

ペルム紀中期を指示する有孔虫化石群が④暗灰色泥

岩層，⑤灰緑色凝灰質礫岩～含礫凝灰質層の中部，お

よび⑥暗灰色含礫泥岩層の石灰岩礫や凝灰質含礫泥岩

礫から検出きれた．」Vboschz(ﾉzZgw'z"αｓｐ.，Ｖｂ坊Ceたれcz

sp.，Ｈｂ加蚊ｍｊｚＺｓｓｐ.，Hzc〃ﾊﾉmZzsp.，肋mco雌如一

ｍ肋sp.,ｊＶｂ伽scz伽sp.,Ｇわ”OSP伽sp.など）とサン

ゴ化石（WZz“"”AyJ肱加sp.）を産する．⑤の下部の

凝灰岩層中のチャートから三畳紀後期のノーリアン前

期を指示するコノドント化石（⑫“"ぬﾉb/Aza6"幼娩

HucKRIED,jVbo吻珈此0血JJzzs"加沈es6e'２９℃汀KozuR＆

MosTLER）などを産する．

西帯：下位から緑色岩優勢層と泥岩・砂岩・礫岩・

チャート・石灰岩の混在する２層からなる．

緑色岩優勢層には数cmまでの砂岩・チャート・火山

岩礫を含む含礫泥岩が３層準に発達する．泥岩層と緑

色岩の境界は不鮮明でかならずしも層理と平行ではな

い.緑色岩中には数mmから数100ｍに達するチャートの

角礫や不規則に変形した岩塊や独立した層状岩体がみ

られる．

緑色岩中のチャート岩塊から三畳紀中～後期を指示

するコノドント化石（ｊＷｏ〃珈庇0“JLuzs"沈沈csmigc”

KozuR＆MosTLER,１V;j7iZzssjCzzMuLLER）などを産

する．

泥岩・砂岩・礫岩・チャート・石灰岩を混在する層

は細粒砂岩層（30cm）とチャート層（３ｍ）を互層し

てはさみ，あるいは数mmから数ｍ大の砂岩・チャート

礫を含む泥岩層が優勢である．中位から上位にかけて

径数十ｍないし1500ｍの石灰岩体があり，下位の泥岩

層，緑色岩優勢層の走向と斜交して重なっているだけ
けんけん

でなく，健堅の南方500ｍでは，この石灰岩体|ま下位層

と堆積'住の不連続面で接している．

約1800ｍである．

与那嶺層は本部半島中央部に本部層をはさんで，そ
あわいｆみ

の両側に広く分布する．安禾ﾛから伊豆味にいたる逆断

層および祷繍から迺魏をへて渡久地東方にいた
とぐち

る２本の断層|こより，東帯・中央帯・西帯に分けられ

る．

東帯：東南方の下位より暗灰色泥岩層・砂岩層・泥

岩緑色岩チャート互層の３層からなる．

暗灰色泥岩層はシルト質泥岩でチャート・砂岩の細

礫を含み，薄い砂岩層や層状チャート（４ｍ）をはさ

む．

砂岩層は最大30cmの粗粒砂岩層で，堆積性不連続面

があるが，破断・剪断作用はみとめられない．

泥岩緑色岩チャート互層は，下部にシルト質泥岩層

があり，上部は緑色凝灰岩を主とし，上下部ともに層

状チャートを互層状にはさむ．各岩層中には最大１ｍ

におよぶ石灰岩礫が散在する．

中央帯：下位より緑色岩優勢層と泥岩・チャート・

凝灰岩・砂岩・石灰岩の混在する層の２層からなる．

緑色岩優勢層は緑色岩層・泥岩層・礫岩層からなる．

緑色岩層はチャートの礫･岩塊をともない，数100ｍに

およぶ不規則な形態のチャート岩塊もみられる．泥岩

層はおもに暗灰色含礫泥岩であり，緑色岩や細粒砂岩

を挟在する．砂岩やチャート礫を含む．礫岩層はほと

んどがチャート礫からなる細粒礫岩である．
しおかわ

塩)11に分布する緑色岩優勢層中のチャート岩塊から

コノドントの化石を産する．同層の比較的下の層準に

含まれるチャート岩塊からは三畳紀中期アニシアンーラ

デイニアンを指示する化石ZVbQgD"ｄｂＭＡｚ碗０，，０‐

ＭｇＢ"siｓ（TATGE)が，また比較的上の層準に含まれ

るチャート岩塊からは三畳紀後期のノーリアン前期を

指示するＥＤｌｉｇＤ"伽/bJma6""雄群集（回り妙"伽/b肋

α6"gPZfsHucKRIED，lVbo/z腕‘たo血肋ｓ"沈沈es6e'69℃”

KozuR＆MosTLER,凡ｓ"eひjCzzTATGE,ｊＶｔ”Zzssjczz

MuLLER，Ｂａｊｏ"j0cﾉﾌﾞ"ａ（CypγjcJMeﾉﾉﾋZノ”"８J比γi

TATGE,Ｘ､"lig7ccz伽cﾉﾉ`ｓね、‘Ｍｏ嗣姑TATGEなど）

がみとめられる．

泥岩・砂岩・チャート・凝灰岩・石灰岩の混在する

層は暗灰色泥岩が優勢で，チャート・砂岩・礫岩・凝

灰岩が泥岩中に層状あるいはレンズ状にはさまれてい
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本層は名護層主部と緑色岩部層とに分けられる．

名護層主部：沖縄島北部でみると，中央部に厚い嘉

陽層の砂岩層をはさんで東西両側に黒色の泥質千枚岩

を主とする名護層が分布する．遅沢ほか（1977）によ
よな げんか

って，東側|ま奥層，西側は与那・宮城・源河層と細分

されているが，ここではそれらを一括して名護層主部

と呼ぶ．

みかけ上最下部の東側では，泥質千枚岩が優勢で，

砂岩泥岩簿互層あるいは珪質細粒砂岩泥岩互層，およ

び緑色千枚岩層が中下部を占める．上部には泥質千枚

岩がある．砂岩はしばしばブーデイン構造をしめす．
よな

西側の名護層は北|ま与那から南は島の中部まで分布

し，東側と同じく，黒色の泥質千枚岩および砂岩泥岩

簿互層を主とする．ときに，厚い砂岩泥岩互層をとも

なうが，千枚岩中に尖減することが多い．また，緑色

千枚岩層も一部にみられるが連続性はない．砂岩には

礫岩をともなうことがある．また千枚岩に薄い片状石

灰岩レンズが挟在する．

千枚岩中の砂岩薄層や砂岩レンズは再結晶作用がす

すみ，定方位の絹雲母や緑泥石からなる基質中に，や

やひきのばされた石英や長石粒からなる．千枚岩には

石英脈が発達し，片理に平行なものが多いが，石英溜

や斜交する石英脈も少なくない．脈やレンズは薄いが

まれに５cmを超すものがある．一般に西側にむかって

変成度が高くなり，石英脈が多くなる．

名護層の一般走向は北北東一南南西から北東一南西

方向で，西方に中程度傾斜する同斜構造となっている．

波長１ｍ以下の小摺曲が発達し，その軸方位は大構造

に平行で，北東あるいは南西にゆるくプランジしてい

る．また，これに平行なキンク摺曲もよくみられる．

しかし，北西一南東方向の小摺曲もあり，さらに名護

市北部では断層で囲まれたブロック全体の走向が北西

一南東をしめすものがある．

嘉陽層とは整合で漸移関係にある．西側に分布する

上位の名護層緑色岩類とは整合的な部分もあるが，堆

積性不連続面で接することもある．

化石はまだ発見されず時代は未詳であるが，上位に

始新統嘉陽層が整合に重なるので，古第三系から白亜

系を中心とする地層であろう．

名護層緑色岩部層：沖縄島北部西岸の与那から名護

石灰岩礫・岩体からペルム紀中期を指示する有孔虫

化石（jVboscﾉbz(ﾉzZgB""αｓｐ.,Ｈ直れ“、ｿZ`ｓｓｐ.,KZzﾉﾉﾙｰ

””ｓｐ.,HzAzeo伽加'02/ｍｓｐ,０，ｉ6,9℃"e”"αｓｐ・その

ほか）が検出された．

湧川層
び－またごがやま

本部半島頚部，湧)１１南部，為又から呉我山につづく

断層の東方に分布する砂岩・黒色千枚岩優勢の地層で

ある．細～中粒の砂岩を挟在し，乱堆積構造がみられ

る．最下部では緑色岩，上部では中～粗粒砂岩が優勢

となる．

北東一南西方向の摺曲軸をもつ緩い背斜構造をしめ

している．摺曲軸は南西に10～15.プランジしている．

化石はまだ発見されていない．

FLINTetczL（1959）は本層を名護層最上部とみなし

ているが，KONISHI（1963,1965)，橋本ほか（1976,

1978)，遅沢ほか（1977)，TAKAHASHI＆KAsHIMA

(1979)はこれを本部帯に含ませている．本層の層序・

構造的位置は今後の問題である．

Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

<んちゃん

ｂ国頭層群

国頭層群は沖縄島北端辺戸から中部の石川市付近ま

での中北部に広く分布する．賀田（1885）により国頭

部類（属）と命名され，後年，FLINTctczL（1959）に

より，本部半島および沖縄島主部西岸沿いに分布する

本部層（現在の今帰仁層を含む）を除き，下位から嘉

陽層・名護層・与那嶺層からなる，と再定義された．

近年の沖縄島中・北部の橋本と遅沢らの調査（橋本

ほか，１９７６；遅沢ほか，１９７７；橋本・中川，1978）に

より，与那嶺層を除く国頭層群は５層からなる名護層

群と嘉陽層とに再構成された．しかし福田（1980）の

主張するように，この命名は不適当といわざるを得な

い．

ここではFLINTercZL（1959）の国頭層群から与那

嶺層を除いた，名護層と嘉陽層を合わせた地層群を国

頭層群として再定義する．
など

名護層

沖縄島北端辺戸から石川にかけて分布する黒色頁岩

～千枚岩を主体とする泥質岩からなり，砂岩・片状砂

岩・石灰岩・緑色岩のレンズをはさむ．ＦＬＩＮＴｃｔｃｚＬ

(1959）により命名された．
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岩レンズ)を調査し,石灰岩の礫からサンゴ(TbCz腕"czs‐

ね胸sp.)，層孔虫（Ｈz,zMw"cz⑰０ｍ”0"jCzzYABE

eノSuGIYAMA,肌J"、Z"z`”肋α如加YABE,Ｍルー

PC”/Azn・sp.)，藻(｣Ｅｌ)ﾉc"⑫0ｍ"Z`"aff伽6α吻加YABE

e/TOYAMA,几Z７，０ｶ町わ〃伽z`cYABEetToYAMA）

の化石を発見した．これらは鳥の巣石灰岩相に特徴的

な種であり，後期ジュラ紀オックスフォーデイアンか

ら後期白亜紀初めのギリヤーキアン(セノマニアンーチ

ューロニアン）を指示する．さらに有津礫岩レンズの

中位に位置する砂岩層中の厚き3.8～5.0cmの炭質レン

ズから，花粉〔月"z`ｓｓ伽6加柳isBolkhovitina

(Aptian）に似るvesiculate型花粉，Qzsm"Ｃａ型の

tricolporate型花粉〕と胞子〔B上cﾉﾉ""腕伽chyん‐

肱z如沈Bolkhovitina（Cenomanian）に似る胞子，

ルガo耐んｊｇｓａｆｆＰｅ幼ｚＭﾉｶ`sBolkhovitina（lower

Hauterivian）に比較される胞子〕の化石を報告した．

これらの化石植物群は中期ジュラ紀より新しいことを

示唆する．つまり有津礫岩レンズは中期ジュラ紀より

古くはない．

これらの化石により，KONISHI(1963)は従来いわれ

ていたように有津礫岩はペルム紀後期の薄衣型礫岩で

はなく，鳥の巣型礫岩であることを確認した．また，

有津礫岩レンズから３種類の生痕化石（Ｈセル,､ｊ"伽汕

Ａ型，Ｈｂ〃醜仇o伽Ｂ型，HzmeodiCtyo〃型）を区分

し，中生代後期～新生代のフリッシュ型タービダイト

から生痕化石が多く報告されていることなどを考慮し

て，嘉陽層を四万十型堆積物と考えた．

さらにKONISHIほか（1973）は，有津礫岩レンズの

模式地から北西400ｍのやまと川河口付近から始新世大

型底生有孔虫川柳籾""ZUssp.を発見した．この有孔虫

は礫質アルコース砂岩の厚い層と互層する，淘汰の悪

いシルト質砂岩中に，ほぼ層理に平行し，まばらに産

する．
あつ

橋本ほか(1976)lま,灘の南800mの道路沿い,有
っ てにや

津jll河口右岸，天仁屋)11河口左岸の３地点からＭ`加一

""胸ｓｐの産出を報告している．さらに彼らは,妾
だ

田北方の伊部)１１河口付近と,河口から東南東へ660ｍに

分布する泥岩中から環形虫（219形Ｍ""ａｓｈ伽ﾉｾ"c"sjs

KATTo)の産出を報じた．この種は四国四万十帯の始

新統からの産出が報告されている（KATTo,1960)．

市付近まで，西岸に沿って分布する．塊状・片状・千

枚岩状の緑色岩からなり，泥質千枚岩をはさむ．原岩

は塩基性溶岩と凝灰岩である．遅沢ほか`(前出）によ

って,蓮壬邉.難.伊差川層と命名された地層にほ
ぼ相当する．みかけ上つねに名護層主部の上位に位置

している．

緑色岩類を主とし，泥質千枚岩と緑色千枚岩の互層

や泥質千枚岩をはさむ．そのほか，酸性凝灰岩・凝灰

質チャート・半結晶質石灰岩などをともなう．緑色岩

類は西岸に連続して分布するが，詳細にみると，それ

ぞれが独立した不規則な形をした岩体の連続である．

塩屋湾の北では本部層石灰岩をとり囲むようにして

この緑色岩部層が分布している．その周辺の名護層千

枚岩を含めて石灰岩を中心にゆるい盆地構造がみとめ

られる．源河付近では石灰岩はないが，同様な盆地構

造が緑色岩体をとりまく周囲の泥質千枚岩の構造にみ

とめられた．これは少なくともこの緑色岩類が異地性

岩体である可能性をしめしている．

再結晶作用の弱い部分ではオフイテイック組織がみ

とめられる．また，残存輝石の分析によればクロムーエ

ンディオプサイドであり，原岩はソレアイト玄武岩と

思われる．

変成鉱物は緑れん石・アクチノ閃石・緑泥石を主と

し，ソーダ長石・石英・白雲母・スフエン・方解石な

どをともなう.緑色千枚岩ではアクチノ閃石や緑泥石・

白雲母などが定向配列している．アクチノ閃石のほか

普通角閃石のあることも鉱物分析によって確認された．

したがって，本地域の緑色岩類の変成相は緑色片岩相

から緑れん石角閃岩相までにわたっている．一般的に

は西方に向かって変成度が上昇するようにみえるが，

個々の緑色岩のブロックによって，あるものは西方に

変成度が上昇し，他のものは東に向かって上昇する岩

体がある．この緑色岩部層の年代は未詳である．
かよう

嘉陽層

名護層とともに沖縄島北部・中部に広く分布する，

砂岩を主とし千枚岩・粘板岩・片状砂岩・礫質砂岩を

挟む層として，ＦＬＩＮＴｅＭＬ（1959）により命名され

た．・

KONISHI(1963)は灘-薦久一着逢間で,嘉陽層の

単調な砂岩頁岩互層中にはさまれる多源礫岩（有津礫
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嘉陽層は砂岩を主とし，砂岩泥岩互層からなるが，

泥質千枚岩・砂岩泥岩簿互層をはさむ．また上部には

礫岩層や礫質砂岩層もみられる．砂岩にはふつう黒色

泥質千枚岩のラミナや破片をパッチ状に含むことが多
てる<ぴ

い．橋本|まか（前出）の照首山・いのがま層および嘉

陽層をまとめたものである．照首山・いのがま層はか

つて名護層中の砂岩層とされていたが，その砂岩組成

はこれらの砂岩層ともまったく同一であり区分できな

いことをしめしたので，一括して嘉陽層に含めた（図

ｍＢ－７－５)６また，いのがま･嘉陽両層の重鉱物組成

の量比もほとんどおなじで，ジルコン・十字石・電気

石が特徴的である．ジルコンには無色と紫色のものが

ある．

砂岩の基質は石英・斜長石・微斜長石・コーツァイ

ト・泥質岩片・石英安山岩片・玄武岩片からなり，弱

く変成して絹雲母・緑泥石ができている．

構造は名護層と平行であるが，北北東一南南西から

北東一南西方向の摺曲軸，西傾斜の軸面をもった等斜

摺曲が考えられている．

下位の名護層とは整合一連である．Ｍ加加""妬sP・

の発見により始新統とされているが，再堆積した化石

の可能性もあり，始新統かそれより新しい地層と考え

るのが適切であろう．

Ｑ

八

Ｆ Ｒ

図ｍＢ－７－５ 四万十帯砂岩のＱ：石英，Ｆ：長石，Ｒ：岩
片の三角図（寺岡，1979)(実線）と嘉陽|層の
範囲（点線）

年代は15.2±0.8Ｍａである（大四・林，1982)．石英斑

岩ないし黒雲母石英斑岩のフィッション・トラック年
おおぜみつばすぐた

代では,大宜味村津波で15.0±1.2Ｍa,名護市数久田で
なかま

15.0±0.7Ｍa,恩納村名嘉真で15.8±0.9Ｍａと報告さ
あふそ

れてし､る(前出)．一方,恩納村安富祖の安山岩斑岩(角

閃石安山岩）のフィッション・トラック年代は11.3±

1.0Ｍａである(前出)．すなわち，これらの火成岩類は

すべて中新世中期に貫入したものと思われる．

石英斑岩
げんか

名嘉真から源河|こかけての西岸沿いに分布する．後

述の安山岩斑岩岩脈よりも東側に分布する．

無色～白色の長石，石英の複錐結晶，黒雲母の六方

結晶などの斑晶を有する．自形の石英結晶と黒雲母の

六角板状結晶は石英斑岩に特徴的にみられ，そのほか

斜長石，カリ長石（サニデイン，正長石）や普通角閃

石もみられる．風化の激しい場合でも他の岩石との区

別は容易である．数カ所で流紋岩質の急冷相がみられ，

多くの岩脈の縁辺部では柱状節理が発達する．

トーナル岩
よみたん

鈴木・沖村（1980）によると，読谷村長浜１１１上流に

トーナル岩の貫入がみられる．これにともなう高温の

熱変成作用の結果，泥質ホルンフェルス（斜方輝石一

菫青石一黒雲母一斜長石一カリ長石一石英),および複

輝石岩（斜長石一かんらん石一普通角閃石一単斜輝石

一斜方輝石一イルメナイト（－黒雲母）を生じている．

前者の源岩はおそらく名護層の泥質片岩，後者はある

７－５火成岩類

本部半島および沖縄島中部・北部の西岸沿いに，石

英斑岩・安山岩斑岩・紫蘇輝石安山岩が点々と分布し
なかま

ている．これらIま岩脈や岩株，岩床として，名嘉真か

ら塩屋湾付近まで，多くは北東走向北西落ちで平行す

るが,北西一南東方向の岩脈もある．岩脈は１ｍ～100

ｍの幅で，最大のもの（名嘉真石英斑岩岩体）では幅

１km以上，長さ約５kmである．石英斑岩と安山岩斑岩

が近接するところでも前後関係はみられない．沖縄島
よ」、けふたみ

の最も東側|こ位置する岩脈|ま世富慶と二見間の道路の

西側に分布するものである．

BowIN＆REYNoLDs（1975）によると，世富慶の東

1.5kmの石切場で得られた黒雲母石英斑岩(彼らは黒雲

母石英安山岩と記している)の４０Ar/39Ar年代は12.0±

１Ｍａであり,K-Ar年代は11.9±0.9Ｍａである(柴田

ほか，1979)．さらに同岩石のフイッション・トラック
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図ｍＢ－７－６本部半島北部の琉球層群(高安，1976）

程度変成した緑色岩であろうと考えられている．この

トーナル岩のフイッション・トラック年代は，30.0±

4.7Ｍａである（大四・林，1984)．

安山岩斑岩

安山岩斑岩は本部半島，沖縄島の西岸・名嘉真から

塩屋にかけて広範囲にみられ，石英斑岩より西側に分

布する．

多くの安山岩斑岩岩脈は北東走向北西落ちであるが，

世富慶の東の岩脈は北西方向で北東へ急斜する断層沿

いに貫入している．

本部半島では，小岩脈・岩株・岩床が散在している．

多くは北東走向北西落ちであるが，北・北西・西走向

のものもある．

安山岩斑岩は，斜長石･普通角閃石･黒雲母の斑晶・

ソーダ長石の拍子木状結晶，およびガラス質細粒石基

からなる．

緑泥石・絹雲母・角閃石・晩期晶出の半白形石英粒

が，いくつかの岩体で石基中にみられる．磁鉄鉱と黄

鉄鉱は副成分鉱物としてふつうである．

下部～中部の砂質シルト層中に植物遺体を含み，ま

た，この層準に，カキ殻を含む厚さ15ｍ前後の砂礫混

じり暗灰色シルト層がボーリングにより確認されてい

る．しかし，時代決定に有効な化石は発見されていな

い．

呉我礫層と島尻層群以上の更新統には凝灰岩相は含
しんざと

まれていないので，新里層かそれに近い層準Iこ対比さ

れると思われる．しかし凝灰岩の重鉱物組成からは，

両者はかなりの違いをしめしている．
なかおじ

仲尾次砂層
な色じんうんてん

名護市羽地，今帰仁村運天港周辺lこ分布する．

最下部は中～大礫混じりの細粒砂岩で厚さ５～６ｍ

にわたってのc”z伽zαの密集部があり，この中に貝化

石が豊富に含まれる．化石密集部は厚いところで６ｍ，

薄いところでは１ｍ足らずで尖滅してしまうこともあ

る．化石層の下位に斜交葉理の顕著な厚さ数ｍの中礫

層が存在することもある．化石層の上部は，わずかに

貝化石を含む淘汰のよい青灰色の中粒砂，またはよく

円磨された中礫の礫層が重なる．

下位の呉我礫層を整合におおい，上位の琉球層群下

部層の非石灰質礫混じり砂層に不整合におおわれる．

保存のよい貝化石が多産し，これから鮮新統とされて

いた．しかし，超微化石の研究などから，下部更新統

とされ，沖縄島の知念砂層に対比されている．

琉球層群

本部半島北部には今帰仁から海岸沿いに渡久地にか

けて琉球層群が分布する.琉球層群は下部から砂礫層．

下部石灰岩層・上部石灰岩層および段丘礫．石灰岩層

に分けられる（高安，1976）（図ｎＩＢ－７－６)．

下部石灰岩層は陸源物質を多量に含む生砕屑'1生石灰

７－６新第三系および第四系

ごが

呉我礫層
はねじ

本部半島頚部の羽地内海|こ面した丘陵地|こ分布する．

最下部付近に厚さ２ｍの凝灰岩をともなう．下部から

中部にかけては植物遺体を含む砂質シルト層を数枚は

さむ．上部は中～大礫の比較的固結度の低い砂礫層で

ある．

本層分布の西縁の呉我周辺で，下位の千枚岩と急傾
なかおじ

斜の不整合で接する．」二位の仲尾次砂層によって整合

におおわれる．層厚は70ｍ．
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用に本部石灰岩，建設用に本部石灰岩および琉球石灰

岩が利用されている．また，陶土も中部で採掘されて

いる．そのほか,名護層中に層状含銅硫化鉱床,本部・

与那嶺層中にマンガン鉱床，嘉陽層中にアンチモニー

鉱床が知られているが，いずれも小規模で現在様行さ

れているものはない（図ｍＢ－７－７)．

(付）伊江島の地質

伊江島（図ｍＢ－７－１）は本部半島備瀬崎の西５kｍ

にある長径８kmの楕円形の平坦な島である．島の大部

分は琉球石灰岩からなるが，伊江層（大城，1972）と
わじ

呼ばれる基盤岩が，中央部｡上岸(湧出)，中央西よりの
ぐす<

ゴヘズ山，中央東部|こ突出する城山および城山北東海

岸の４カ所に露出する．城山には灰白色から赤褐色の

成層したチャート，暗灰色の石灰岩や粘板岩がみられ

る．城山の北東海岸には暗灰色石灰岩と暗褐色チャー

ト，ゴヘズ山には白色～暗褐色チャート，湧出には層

状チャートおよび暗青色砂岩（？）がみとめられた．

走向は一般にN35oEで北西傾斜30.前後になっている．

氏家・橋本（1983）によれば，湧出のチャートからペ

ルム紀放散虫，城山のチャートや粘板岩からジュラ紀

後期～白亜紀初期の放散虫が検出された．

この島は琉球石灰岩の洞穴や割目からシカ化石が大

量に産出するので有名である．これまで，シカのほか

人骨も発見されている．

図ｍＢ－７－７沖縄島の金属鉱徴および非金属鉱床分布図

（FLINTetM.，1959を改変）

岩であり，中間部（ＭＢ３）でもっとも厚く，東と南

方にむかって砂礫相に移化する．また，下部石灰岩層

は基盤にアバットし，そこでは基盤に由来する巨礫や

破片を多量に含む.上部石灰岩層は塊状でのe…物CL

CyclmblDczdsやサンゴなどの化石によって明瞭に区分

できる生砕屑岩である．その上位に段丘をつくる石灰

岩や礫層が分布する．

７－７応用地質

沖縄島中・北部に分布する有用鉱床には，セメント

凸


